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1 は じ め に

和牛の繁殖経営の理想は 1年 1産であり,こ れを達成す

るためには飼養雌牛の発情を的確に発見する事が必要であ

る。しかし,近頃発情をはっきりと把握できないと言う声
が多く聞かれる。和牛の繁殖経営は小規模経営体が多いた

め,ヒ ートマウントディテクター等特別な器具などを用い

る発情発見方法は実際的ではない。ヒトでは,いわゆる荻

野式により基礎体温表からツト卵日を知る方法が広く用いら

れている。一方乳牛でも発情時の一過性の体温上昇が報告

されている。この体温変動に注目して,和牛について応用

可能であるかについて調査を行った。

2試 験 方 法

(1)発情と体温変動

1)供試牛
黒毛和種自然発情牛 6頭 ,発情同期化牛 3頭の合計 9頭
について行った。発情は直腸検査によって確認し,発情同
期化は天然型プロジェステロンの腟挿入剤を用いた。

2)体温の測定
朝 9時と夕方16時の 1日 2回 ,棒状水銀体温計 (マ ツダ

体温計獣医用,東芝硝子)を用いて直腸温を測定した。測
定は,発情3日 前から発情 1日後まで実施した。

3)プロジェステロン値の測定
体温測定時に,5頭から採血を実施した。プロジェステ
ロンの測定は,岩手大学臨床繁殖学教室に依頼して,RIA
法により実施した。

0)ゴナドトロピン投与後の体温変化
下垂体前葉性性腺刺激ホルモン,hCC,FSH― Rの 3
種類について投与後の体温変化を調査した。牛下垂体前葉

性性腺刺激ホルモン (動物用ヒボホリン,帝国臓器製薬)
については,黄体期の牛 1頭に400Rab U静脈内投与し,
投与前,投与後10分,30分 ,50分 , 1時間, 2時間, 3時
間,4時間,5時間の計 9回体温を測定した。
hCG(動物専用プベローゲン,三共エール薬品)につ
いては,2000Uを 分娩後 1週のもの 1頭及び黄体期のもの

2頭,合計 3頭に静脈内投与を行った。FSH― R(ア ン
トリン,デ ンカ製薬)については,15AUを黄体期 3頭の
静脈内に投与した。体温の測定は,hCG,FSH― R投与
群ともに,投与前,投与後10分,20分 ,30分 , 1時間, 1
時間半,2時間,3時間半の計 9回行った。

3 試験結果及び考察

は)発情と体温変動
1)発情に伴う体温変動
自然発情牛,発情同期化牛ともに発情前は385℃付近の

平均体温で推移した (図 1)。 発情16～ 8時間ntになると
やや上昇し,発情時には39℃以上に急_上昇してピークを形

成する特徴的な変動パターンを示した。

諄
鋼前

1日  -16 発
前 ―鋤 薔

2日

前

図 1 発情に伴う体温変化

発情同期化牛の方がやや動きが大きい傾向力潮察された。

しかし,分散分析を実施した結果,その変動には有意な差
は認められなかったので,自 然発情牛 6頭,発情同期化牛
3頭のデータを合わせて分析を実施した。その結果,発情
の16～ 8時間前,発情時,発情 8～ 16時間後の体温に01
%水準で有意差が認められた。即ち,発情時体温は平均05
℃上昇し,発情後平均08℃下降した。 このときの95%信

頼限界は,上昇については035～ 065℃ ,下降については
109～051℃であった。このことから,体温測定は簡便な

発情発見の補助手段として有効であると思われた。

2)発情前後におけるプロジェステロン値 (図 2)
発情 2日前のプロジェステロン値は平均 4 ng/m′ の高

レベルの値を示したが, 1日 前では機能的な値とされる 1

ng/m′を大きく割り込んで0 32ng/m′ の低値を示 した。

低値は発情 1日 後まで持続し,体温の変動と全く逆の動き

を示した。プロジェステロンは妊娠期の体温上昇作用が報

告されているが,発情時の体温上昇には直接的に係わって
いないように思われた。

(21 ゴナドトロピン投与後の体温変化

発情時における体温の一過性上昇に何が影響しているか
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について,発情時に変動の見られるゴナドトロピンの投与

を行って体温の変化を調査した。

1)牛下垂体前葉性性腺刺激ホルモン (図 3)
投与前385℃であったものが,投与後10分で速やかな上

昇を認め,2時間後にいったん投与前の体温まで下降, 3
時間後には再び03℃の上昇をみた後, 5時間後には投与

前の体温に戻るという2峰性の動きを示した。投与した製

剤には,LH,FSHの 双方が含有されている。このことか
ら,LH単独,FSH単独あるいは双方の作用により体温
が上昇する可能性が示唆された。

2)hCG及 びFSH― R投与後の体温変化
I,H単独あるいはFSH単独で体温を上昇させうるかに
ついて,LH作用を有するhCG及びFSH― Rの投与を行っ
た。

に)hCG投与
黄体期の牛及び分娩 1週後の牛に対するhCG投与後の
体温変動を,図 4に示した。黄体期,分娩 1週後のものと

も投与後に速やかな体温上昇が観察された。しかし,黄体

期のものでは90分後にいったん下がった体温が再び上昇す

る傾向がみられた。図 3で も同様の変動が認められており,

黄体の有無が何らかの影響を示しているように考えられた。

lb)FSH― R投与

図5に投与後の体温変動を示した。投与30分後にピーク

を持つ一過性の体温上昇が確認された。

発情時の体温上昇はLHサ ージと一致 しているとの報
告が見られる。しかし今回の調査で,LH,FSHと もに体
温を上昇させることが明らかとなった。このことから,発

情時の一過性の体温上昇は,LH並 びに FSH双方のサー
ジに対応していることが示唆された。

4 ま  と  め

肉用牛の発情における体温変動について調査を実施した。

自然発情牛,発情同期化牛ともに発情時に特徴的な体温変

動が観察された。発情前の平均体温は385℃ であったが ,

発情時に05℃以上の急激な上昇がみられ,39℃以上の高
い体温を示した。発情前 (16～ 8時間前),発情時,発情
後 (8～ 16時間後)の体温について分散分析を実施 したと
ころ,01%水準で有意差が認められた
ゴナドトロピン投与後の体温変化を調べた。FSH,LH
双方とも,投与10～30分後に体温の上昇を認めた。発情時
の体温上昇は,FSH並びにLHのサージに対応 している
ものと考えられた。
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図2 発情に伴う体温とプロジェステロン値の変化
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図 3 下垂体前葉ホルモン投与牛の体温変化
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図 4 iv hCG 2,000U牛の体温変動
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図 5 iv FSH― R15AU牛の体温変動


